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色彩として，形態として描き留めていくことがポイントとなる。そこにはモチーフそのものが
持つ魅力を最大限に引き出す効果がある。結果モチーフとは形態・色彩とも乖離した表現となっ
ても，かえってそこにこそイリュージョンが現れる。モチーフの本質を常に意識しながら，ア
トランダムな表現を楽しみ描き重ねていくことが本制作の鍵となる。このシリーズではタブロー
（tableau）による作品化を避け，より衝動的な効果のあるカラー・ドローイング（Color Draw-
ing）をもって作品完成としている。数十枚，数百枚を一気に描きあげたものの中から選り抜
いたものが本シリーズとなる。本稿に掲載しているものは２００７年～２００９年の作品である。つま
り北海道の小さな自然が主なモチーフである。また“Confinement”と名づけた，同テーマの
タブローによる制作シリーズも同時に展開している。
写真は２００９年８月に行われた STVギャラリーでの展示の様子である。原本と同時に布地ス
クリーンに転写した２００㎝×３００㎝の大型作品を，ギャラリーの構造的特長を考慮し展示した。
平面作品の展示でありながらインスタレーション作品的イリュージョンがそこに現れていたよ
うに感ずる。
１８６ 末次：“Translation”シリーズについて
１８７
１８８ 末次：“Translation”シリーズについて
